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児童生徒等の行動 教職員の対応 

◇ 登下校中に，緊急情報が発表された場合に備え，校内の対応体制を構築する。 
◇ 児童生徒には安全確保のための避難行動について指導を行う。 
◇ 保護者や地域の理解と協力が得られるよう，事前に PTA 役員会や PTA 総会等で 

説明し理解と協力を得る。 
◇ 近隣の小中学校や地域と対応についての情報共有をする。 

Ｊアラート等による緊急情報発表 
○校内に児童生徒がいる場合，緊急情報

を放送し，避難行動を呼び掛ける。 
○校舎内で避難行動を取らせる。 
○校内にいる児童生徒等の安全確保。 
 

＜登校時＞ 

○学校のすぐ近くまで登校している場

合は，学校へ避難する。 

○自宅を出たばかりの場合は，すぐ帰

宅する。 

 

＜下校時＞ 

○学校のすぐ近くにいる場合は，学校

へ避難する。 

○自宅に近い場合は，すぐ帰宅する。 

○自宅に誰もいないときには，家に帰

児童生徒等の保護 

○近くにある建物や地下に避難し窓か

ら離れる。 

○近くに建物がない場合は物陰等に身

を隠すか地面に伏せて頭部を守る。 

○車は燃料のガソリンなどに引火する

恐れがあるため，車から離れたとこ

ろに避難する。 

○安否確認できない児童生徒について

は，電話や家庭訪問等で確認する。 

安

全

確

保 

安

全

確

保 

情
報
収
集 

情
報
収
集
後
の
行
動 

情
報
収
集 

安
否
確
認 

○テレビやラジオ，インターネット等で

最新の情報収集を行う。 
○行政（市教委）からの指示があればそ

れに従って，行動する。 

○情報収集に努める。（公共施設・店・

近くの大人など） 
○得られた情報に従って，行動する。 

○領土・領海内に落下した場合は，市教

委の指示に従い，臨時休業，非常時下

校体制（事前の申し合わせに従い,学校

待機･引渡し･集団下校のいずれか）と

する。 

○亊後の対応について保護者に知らせ

る。 

・電話，一斉メール配信，学校ホーム

ページ等で連絡する。 

〇通学路等の児童生徒の安否確認をす

る。（緊急連絡用カードの持参）。 
○保護者に，在宅児童生徒の安否確認を

する。 
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